
（様式１）

□ （□

□ （□ 任意プログラムあり　）

□

相手国名＜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞

　１．補助事業の目的及び内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ページ

　２．補助事業の収支予算　　　　　　　 ページ

　３．申請団体の概要等 ページ

住所

電話 （時間外連絡先）

FAX E-mail

確認事項

必ずどちらかにチェックを入れてください↓

消費税等仕入れ控除税額の取扱い　　□課税事業者　　□免税事業者及び簡易課税事業者

※課税事業者は別紙「消費税等仕入控除税額決算書」を提出してください。

東アジア地域との国際文化交流の促進に資する事業を実施する（計画中も可）

代表者職・氏名

標記補助金の交付を受けたいので，補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律(昭和30
年法律第179号)第5条及び文化芸術振興費補助金(アーティスト・イン・レジデンス活動支援を
通じた国際文化交流促進事業）交付要綱第5条の規定により，下記のとおり申請します。

平成２９年度

平成 　　　年　　　月　　　日

〒

文化庁長官　殿

住所

申請団体名

アーティスト・イン・レジデンス活動支援を通じた国際文化交流促進事業　【補助金交付要望書】

担当者所属
担当者氏名

印　　　　　

（ふりがな）

記

【担当者連絡先】

〒

双方向交流発展支援

双方向交流促進・牽引支援

任意プログラムあり　）



（様式２－１）

【１．補助事業の目的及び内容（必須プログラム）】

□

□

□

□ 美術 □ デザイン □ 工芸 □ 映画

□ アニメーション □ 音楽 □ 舞踊 □ 演劇

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

招へい分野

招へい人数

□相手団体と取り交わしている文書 □様式５（実施確認書）

計画進行中

実施している

状況
(団体名，計画内容，

進捗状況を記載)

人
《うち交換プログラム招へい人数》

人

①ＡＩＲ事業名

②事業の概要

事業の趣旨，目的

プログラム／プロジェクトディレクター，コーディネーター名（略歴を別添すること）

実績
(団体名，添付資料
の種類を記載）※実

績の詳細は様式６に記
載

事業の内容（事業全体の内容のほか，国内の芸術家等との交流内容については必ず記載すること）

海外芸術家の滞在創作活動

計画を構想している

《別添》（右記いずれか）

海外のＡＩＲ実施団体との交換プログラムの状況

構想
(団体名，実現に向け

た進め方を記載)



（様式２－１）

□

□ 美術 □ デザイン □ 工芸 □ 映画

□ アニメーション □ 音楽 □ 舞踊 □ 演劇

□

□ 公募

その他
（選考方法を記
載）

□

公募

招へい者の選考
方法

招へい期間

人

その他
（選考方法を記
載）

招へい期間終了後
の招へい者へのフォ
ローアップ方法

招へい者の応募
条件

招へい者への支援
内容（交換プログラ
ムによる招へいの場
合は相手団体が負
担する経費も記載）

分野

滞在者の選考方法

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

日本人芸術家の滞在創作活動（補助事業として実施する場合のみ記載）

滞在人数

滞在期間

滞在者の応募条件

□



（様式２－１）

滞在者への支援
内容

滞在期間終了後の
滞在者へのフォロー
アップ方法

③補助事業を実施することにより期待する効果，期待する効果を得るために達成するべきこと



（様式２－２）

【１－２．補助事業の目的及び内容（任意プログラム）】

１．

２．

３．

４．

□

□

□

下記のうち，実施する事業に○をつけ，該当する様式を記載してください。
（複数選択可。ただし、２は「双方向交流発展支援」のみ）

②事業の概要

事業の内容（事業全体の内容のほか、国内の芸術家等との交流内容については必ず記載すること）

※必須プログラムと異なる場合は記載

外国人研究者・学芸員を招へいして行う滞在型の研究・調査活動支援
　　【外国人研究者・学芸員を招へいし，滞在中に国内の芸術家等との交流する機会を提供
　　  することにより，我が国の文化芸術についての研究，調査活動を支援するプログラム】

交換プログラム活動支援
　　【海外のＡＩＲ実施団体との交換プログラム活動を相手国において実施するための支援
　　 プログラム】

ＡＩＲ活動の理解促進プログラム
　　【国内外芸術家，研究者・学芸員が広く一般の方を対象として実施する滞在制作作品発表
　　 （小規模な展示会や演奏会），講演会，セミナー，ワークショップ，シンポジウム，制作過程
　　　の公開等のプログラム】

ＡＩＲ活動の連携促進プログラム
　　【国内外のＡＩＲ実施団体，アート関連団体，文化施設，教育機関，国内の自治体，企業と
　　 連携して実施する専門人材の育成，情報共有機会の提供に関するプログラム】

①ＡＩＲ事業名

プログラム／プロジェクトディレクター，コーディネーター名（略歴を別添すること）

実績
(団体名，添付資料の種類
を記載）※実績の詳細は

様式６に記載

※必須プログラムと異なる場合は記載

１．外国人研究者・学芸員を招へいして行う滞在型の研究・調査活動支援

事業の趣旨，目的

※必須プログラムと異なる場合は記載

海外のＡＩＲ実施団体との交換プログラムの状況

実施している

※必須プログラムと異なる場合は記載

計画進行中

状況
(団体名，計画内容，

進捗状況を記載)

※必須プログラムと異なる場合は記載

計画を構想している

構想
(団体名，実現に向けた

進め方を記載)

※必須プログラムと異なる場合は記載



（様式２－２）

□ 美術 □ デザイン □ 工芸 □ 映画

□ アニメーション □ 音楽 □ 舞踊 □ 演劇

□

□

□ 美術 □ デザイン □ 工芸 □ 映画

□ アニメーション □ 音楽 □ 舞踊 □ 演劇

□

□

《うち交換プログラム招へい人数》
人

招へい期間

招へい分野

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

派遣分野

招へい人数 人

公募

□

招へい者の選考方
法

事業の内容

２．交換プログラム活動支援

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

派遣人数 人

招へい者への支援
内容（交換プログラム
による招へいの場合は
相手団体が負担する経
費も記載）

招へい期間終了後
の招へい者へのフォ
ローアップ方法

派遣期間

派遣者の選考方法

その他
（選考方法を
記載）

公募

□
その他
（選考方法を
記載）

③補助事業を実施することにより期待する効果，期待する効果を得るために達成するべきこと

※必須プログラムと異なる場合は記載

①事業の概要

相手団体名

招へい者の応募条
件



（様式２－２）

②補助事業を実施することにより期待する効果，期待する効果を得るために達成するべきこと

派遣者の応募条件

派遣者への支援内
容
（相手団体が負担す
る経費も記載）

３．ＡＩＲ活動の理解促進プログラム

事業の趣旨，目的

②補助事業を実施することにより期待する効果，期待する効果を得るために達成するべきこと

①事業の概要

事業の内容（事業全体の内容のほか、連携する関係団体名、各団体の役割を記載すること）

４．ＡＩＲ活動の連携促進プログラム

①事業の概要

□　専門人材育成 □　情報共有機会

派遣期間終了後の
派遣者へのフォロー
アップ方法

②補助事業を実施することにより期待する効果，期待する効果を得るために達成するべきこと

事業の内容

事業の趣旨，目的



（様式３－１－１）

【２．補助事業の収支予算（必須プログラム）】

（収入） （単位：円）

区分 予算額

国(文化庁以外)

地方自治体

助成財団等

円

円

円

（支出）※必須プログラム （単位：円）

補助事業の種別 区分 細目 内　　訳（円） 予算額

円

円

内　　訳（円）　

［補助金・助成金］　※団体名・金額を記載すること

［寄付金・協賛金］　※団体名・金額を記載すること

［広告料］

総額（イ＋ロ＋ハ）

［その他収入］
円

収
 

入

小計（イ）
※資金調達方法等を記載すること

円

円

円

交付を受けようとする補助金の額（ハ）

円

自
己
負
担
金

（
ロ

）

会場費

創作活動費

文芸費

国際航空賃

滞在費

円

円

旅費

円

国内交通費
円

円

円

 
必
須
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
補
助
対
象
経
費

会場費
創作活動費

文芸費



（様式３－１－１）

円

円

円

円

円

円総額（A＋B）

補
助
対
象
外
経
費

（
B

）

円

諸経費
諸経費

円

円

円

円

円

消費税等仕入控除税額計（C）

合計（A）　

補助対象経費計（D）　＊課税業者は税額を控除する（A）-（C）、免税事業者及び簡易課税事業者は（A）

 

謝金

宣伝費

印刷費

運搬費

謝金
宣伝費

印刷費等



（様式３－１－２）

別紙「消費税等仕入控除税額予算書」（課税事業者用）

（支出）

内　　　　　訳 予算額区分

補助対象経費計（Ｄ）
*小計（Ａ）　－　消費税等仕入控除税額計（Ｃ） 円

円

課　税　対　象　外　経　費　計
円

補助対象経費　小計（Ａ）
円

消費税等仕入控除税額計（Ｃ）
*｛　小計（Ａ）　－　課税対象外経費計　｝　×　８／１０８ 円

補
　
助
　
対
　
象
　
経
　
費
　
の
　
う
　
ち
　
課
　
税
　
対
　
象
　
外
　
経
　
費

旅
費

円

会
場
費
・
創
作
活
動
費
・
文
芸
費 円

謝
金
・
宣
伝
費
・
印
刷
費
等

円

諸
経
費

円



（様式３－２－１）

【２．補助事業の収支予算（必須プログラム及び任意プログラム）】

（収入） （単位：円）

区分 予算額

国(文化庁以外)

地方自治体

助成財団等

円

円

円

（支出）※必須プログラム （単位：円）

補助事業の種別 区分 細目 内　　訳（円） 予算額

円

国内交通費
円

入
場
料
収
入
等

［入場料収入］

円
［プログラム・図録売上収入］

円

内　　訳（円）　

収
 

入

［補助金・助成金］　※団体名・金額を記載すること

円
［寄付金・協賛金］　※団体名・金額を記載すること

円
［広告料］

円
［その他収入］

円

小計（イ）

自
己
負
担
金

（
ロ

）

※資金調達方法等を記載すること

円

交付を受けようとする補助金の額（ハ）

総額（イ＋ロ＋ハ）

 
必
須
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
補
助
対
象
経
費

旅費

国際航空賃
円

滞在費
円

会場費

円
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円

円

円

円

（支出）※任意プログラム （単位：円）

補助事業の種別 区分 細目 内　　訳（円） 予算額

円

国内交通費
円

 

費

会場費
創作活動費

文芸費

創作活動費

円

文芸費

円

謝金
宣伝費

印刷費等

謝金

円

宣伝費

円

印刷費

円

運搬費

円

諸経費
諸経費

円

小計（a）

 
任
意
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
補
助
対
象
経
費

旅費

国際航空賃
円

滞在費
円

会場費
創作活動費
文芸費等

会場費

円

創作活動費

円

出演費

円
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円

円

円

円

円

円

円

円

 

音楽費

円

運搬費

文芸費

円

舞台費

円

上映費

円

合計（A）　＊(a）+（ｂ）

作品借料

円

謝金
宣伝費

印刷費等

謝金

円

宣伝費

円

印刷費

円

消費税等仕入控除税額計（C）

補助対象経費計（D）　＊課税業者は税額を控除する（A）-（C）、免税事業者及び簡易課税事業者は（A）

補
助
対
象
外
経
費

（
B

）

円

総額（A＋B）

円

諸経費
諸経費

円

小計（b）



（様式３－２－２）

別紙「消費税等仕入控除税額予算書」（課税事業者用）

（支出）

内　　　　　訳 予算額区分

消費税等仕入控除税額計（Ｃ）
*｛　合計（Ａ）　－　課税対象外経費計　｝　×　８／１０８ 円

会
場
費
・
創
作
活
動
費
・
文
芸
費
等

謝
金
・
宣
伝
費
・
印
刷
費
等 円

円

補助対象経費　合計（Ａ）
円

円

円

補助対象経費計（Ｄ）
*合計（Ａ）－　消費税等仕入控除税額計（Ｃ） 円

円

補
　
助
　
対
　
象
　
経
　
費
　
の
　
う
　
ち
　
課
　
税
　
対
　
象
　
外
　
経
　
費

旅
費

諸
経
費

課　税　対　象　外　経　費　計
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【３．申請団体の概要等】

①　団体概要

②　組織図

監査責任者

職名 氏名 勤務形態（任期）

会計責任者

職名 氏名 勤務形態（任期）

年 月

プログラム・プ
ロジェクトディ
レクター／
コーディネー
ターなど

職名（担当） 氏名 勤務形態（任期）

所在地

団体の名称

（ふりがな）

代表者

(役職)

(ふりがな)

(氏名)

〒 団体設立年月
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③　財務等状況

収支差

事業収入 事業費 0

補助金
（事業費）
 うちAIR関係費

助成金
（事業費）
 上記以外

その他 管理費

人件費

合計 0 合計 0

収支差

事業収入 事業費 0

補助金
（事業費）
 うちAIR関係費

助成金
（事業費）
 上記以外

その他 管理費

人件費

合計 0 合計 0

④　設立目的・理念・運営方針

設立目的
・理念

・運営方針

⑤　ＡＩＲ実施団体としての今後の目標（目指す方向性），具体的な実施計画など

目標
（目指す方向

性）
具体的な

実施計画など

平成26年度

収入（百万円） 支出（百万円）

0

平成27年度

収入（百万円） 支出（百万円）

0
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⑥　同種事業の実績

平成25年度

平成26年度

平成27年度

⑦団体運営，事業運営面の工夫

地方公共団
体，地元企
業，文化団体
等との連携協
力の状況

教育機関（大
学，小中高）と
の連携協力
の状況

地域住民，ボ
ランティアなど
との協働の取
り組みの状況

団体運営面での工夫（地方公共団体や民間団体等の外部資金の確保など）

事業運営面での工夫

実施したプログラムの概要


